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M41a 惑星間空間擾乱の伝搬速度について
○亘　慎一（通信総合研究所）、渡邉　尭（茨城大理）

これまでの観測によれば、惑星間空間擾乱には伝搬中に減速するものや加速するものがあることがわかって
いる。初速度が速い擾乱は減速、初速度が遅い擾乱は加速する傾向にある。本報告では、惑星間空間で減速する
擾乱について解析を行った。

SOHO/LASCOの観測によれば、その視野内で減速をはじめる CMEはほとんど観測されていない。また、
Helios衛星により、惑星間空間擾乱は距離の 0.5乗に反比例して減速するという結果が得られている。これらの
観測事実から、太陽から 0.15AUまでは初速度を保ち、その後、距離の 0.5乗に反比例して減速する簡単なモデ
ルを用いて擾乱の伝搬について検討を行ったので、その結果について報告する。ここでは、SOHO/LASCOによ
り観測された CMEの速度を初速度として用いた。また、地球に到来した擾乱の近傍で ACE衛星により観測さ
れた太陽風の速度をバックグランドの太陽風速度として用いた。簡単なモデルでうまく説明できるケースもある
が、かなり誤差が大きいケースもあった。今後、誤差原因について検討を進めていく予定である。
今 回 の 解 析 に 用 い た モ デ ル に 関 し て は 、Java ス ク リ プ ト

を用いたホームページ (http://www2.crl.go.jp/dk/c231/swcenter/cshock.html)上で、CMEの発生時刻と初速
度、バックグランドの太陽風速度を入力することにより、地球への擾乱の到来時刻及び地球近傍での速度を推定
できるようにしているので参照していただきたい。


